
NECのIPテレフォニーシステムを導入し
人事異動に伴うデータ変更の自動化を実現

味の素株式会社 様
IPテレフォニーシステム 導入事例

導入前の課題

導入の経緯

機能面でも運用管理面でも
従来システムに不満

NECからの提案で
データ変更作業の自動化に光明

1909年に発売した世界初のうま味調味料をそ
のまま社名とする味の素株式会社様（以下、味の
素様）は、創業以来培ってきたアミノ酸技術を基
盤に、「食」「バイオ・ファイン」「医薬・健康」の3
分野で事業を展開。さらに各分野の相乗効果に
よって新たなビジネス領域にも足を踏み出して
います。
同社では、業務コミュニケーションを支える電話
システムについて、運用効率化や利用現場の利
便性向上を図るべく、2005年にはIPテレフォ
ニー環境を導入しました。
しかしながら、想定していた機能が実際には利

用できなかったり、電話端末の操作性に現場か
ら不満が出たりするなど、期待通りの成果を得
ることはできませんでした。
しかも、運用管理上の負担が大きな課題となっ
ていた人事異動に伴う電話システムのデータ変
更についても、作業フローが改善されることはあ
りませんでした。「以前は、異動に関する申請書
を社員に提出してもらい、その内容をチェックし
てからデータ入力しシステムに流し込むという、
紙と人手による作業を行っていました」と、情報
企画部 専任部長の益田瑞文氏は説明します。特
に、毎年7月1日に実施される定期の人事異動で
は、約700名分のデータ変更を一気に行わなけ
ればならず、そのために膨大な工数とコスト負
担を余儀なくされていました。
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味の素株式会社
東京都中央区京橋一丁目15番1号
1925年12月17日（創業 1909年5月20日）
798億6300万円
9913億円（2013年度連結）
単体3398名  連結2万7579名
（2014年3月31日現在）
アミノ酸技術を核とした調味料、加工食品、
冷凍食品、甘味料、化成品、医薬品、医薬用・
食品用アミノ酸等の製造および販売。商品
を販売する国・地域は130を超えている
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IPテレフォニーシステムの更新時期が近づき、
「場合によっては一世代前のアナログ交換機に戻
すことも選択肢に入れて検討しました」（益田氏）
という次期システムには、既存ベンダーとの徹底
比較を経て、NECから提案を受けたコミュニ
ケーションサーバ「UNIVERGE SV8500」をコ
アとするIPテレフォニーシステムを最終的に選定
しました。
採用を決める大きなポイントとなったのは、統合
運用管理ツール「UNIVERGE MA4000」でし
た。この装置は、業務アプリケーションとの連携
により人事異動に伴う内線の登録・編集・削除

などコミュニケーションサーバのデータ変更・管
理を効率化するものです。益田氏は、「私どもが
目指す“運用管理負荷の大幅軽減”を実現でき
る可能性を感じました」と評します。
また、総務・リスク管理部 専任課長の住川召多
氏は、「保留・転送をはじめとした電話端末の操
作性もよく、業務現場の不満を解消してくれると
思いました」と話します。

システム導入フェーズでは、味の素様の関係会
社でシステム全般の運用管理を担当している
NRIシステムテクノ株式会社様（以下、NRIシステム

新規開発の人事データ入力システムと
UNIVERGE MA4000を連携
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お問い合わせは、下記へ

UNIVERGEインフォメーションセンター
E-mail： univergeinfo@usc.jp.nec.com

導入後の成果

新システム稼働後初の大規模異動も
問題なくクリア

グループ企業を含め
国内音声網の一元集約を目指す

●システムイメージ

●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。
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テクノ様）とNECが密に連携を取り、人事異動
時のデータ変更を自動化する仕組みを作り上げ
ていきました。
NRIシステムテクノの下笠浩孝氏は、「交換機の
設定情報変更の自動化は運用コスト削減に直結
するものなので、NECに対しても妥協すること
なく機能の追加・改善を求めました」と語ります。
そしてNRIシステムテクノ様は、人事システム
の情報を自動的に取り込み、かつ、エンドユー
ザーがPCから人事異動時のデータ変更申請
を行えるWebベースの「IP電話管理システム」
を新規に開発。一方でNECは、同システムから
「UNIVERGE MA4000」にCSV形式で申請
データを自動的に取り込み、「UNIVERGE 
SV8500」への反映も高速で行える機能を追
加して、味の素様も満足する自動化のフローを
完成させました。
益田氏は、「当社のルールに則した仕組みを構築
したいという希望に対して、NECは製品の能力
を100％引き出すべく努力してくれました。メー
カー兼システムインテグレーターであるNECの
柔軟な対応が、今回のプロジェクトにおいて大き
な鍵になったと思っています」と振り返ります。

新しいIPテレフォニーシステムは、2013年8月
から本社オフィスで運用が開始された後、他拠
点への展開―既存の電話システムから本社に設
置した「UNIVERGE SV8500」による一元管理
への移行が進められています。
現場では、IP多機能電話機やソフトフォン、通信
キャリアのサービスと連動させたFMC（※）な
ど業務スタイルに応じた最適な端末と、新たに
導入されたボイスメール（NECのIP対応ユニファ
イドメッセージングシステム「UnifiedStar i」）
が活用されています。
住川氏は、「日本のオフィス文化にマッチした
NECのIPテレフォニーシステムは使いやすく、エ
ンドユーザーからも高い評価が返ってきていま
す。特に、デスクワーク部門ではソフトフォンに
よるクリック・ツー・コール機能が非常に好評で

す」と語ります。また、ボイスメールについて、「今
後ワークスタイルが大きく変わっていく中で、電
話を受けられない場合に、どこからでも相手の
声でメッセージを聞くことができるのは非常に
有効です」と付け加えます。益田氏も、「新システ
ムの導入によって、ほぼ完全なコールフローが出
来上がり、電話コミュニケーションの柔軟性が
向上しました」と話します。
他方、人事異動時のデータ変更は、特殊な設定
が必要なケースを除いた8～9割の件数が自動
化され、運用コストも大幅な削減につながりまし
た。各部署の事務担当者が利用する「IP電話管
理システム」の画面は、従来の申請書の書式をイ
メージして直感的に操作できるような作りに
なっており、紙への記入に代わる申請データ入
力もスムーズに行われています。2014年7月1
日の定期異動も「多少の混乱は覚悟していたの
ですが、特に問題が起こることもなくクリアでき
ました」（下笠氏）。

味の素様では、今回のシステム導入にあたって、
業務現場での電話利用の実態をリサーチしたう
えで、電話端末の機能ボタン配置（ファンクショ
ンキーの機能割り当て）などに十分な配慮を施
し、操作性の向上を図りました。これには、「今後
の全社的な展開を目指して、端末操作にも共通
性を持たせていこうという狙いも込められてい
ます」と、住川氏は説明します。
運用開始から約1年で展開先は全国14拠点・約
2000端末となっています。益田氏は、「関連会
社の拠点まで視野に入れれば端末は1万台規模
になるでしょう。ゆくゆくは味の素グループの
国内の音声通信網を新システムに集約できれば
と考えています」と、さらなる高みを目指してい
ます。
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味の素様で利用している主な機能

スケジューラ対応により、運用負荷の集中を分散

①内線データの管理
②グループデータ管理
③ユーザ認証／アクセス権限管理
④テンプレート対応（大規模変更の一括投入可能）
⑤局データのスケジューラ化

データ自動取り込み

データ自動取り込み

※FMC：Fixed Mobile Convergence

※本事例の内容は2014年9月現在のものです


